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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）鉱油及び／又は合成油からなる４０℃における動粘度が０．５～１５０ｍｍ2／ｓ
である潤滑油基油であり、前記合成油が、分岐オレフィン若しくはその水素化物である潤
滑油基油に、組成物全量基準で、（Ｂ）極圧剤兼防錆剤として全塩基価が２００ｍｇＫＯ
Ｈ／ｇ以上の高塩基性Ｃａスルホネートを５～８０質量％、及び（Ｃ）防錆剤として中性
Ｂａスルホネート及び／又は多価アルコール脂肪酸エステルを０．５～３０質量％配合し
てなるサイジングプレス加工用潤滑油組成物。
【請求項２】
さらに、組成物全量基準で、（Ｄ）金属不活性化剤としてベンゾトリアゾール化合物及び
／又はチアジアゾール化合物を０．００５～１０質量％配合してなる請求項１に記載のサ
イジングプレス加工用潤滑油組成物。
【請求項３】
さらに、組成物全量基準で、（Ｅ）酸化防止剤を０．０５～１０質量％配合してなる請求
項１又は２に記載のサイジングプレス加工用潤滑油組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サイジングプレス加工用潤滑油組成物に関し、さらに詳しくは、焼結金属、
特に歯車等の機械部品用焼結金属のサイジングプレス加工用潤滑油組成物に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　一般に、焼結金属製歯車等の機械部品は、一般に圧粉成形工程、焼結工程、サイジング
プレス加工工程、研削加工工程を経て製造される。この中のサイジングプレス加工工程に
おいて、従来から鉱油系の加工油剤が使用されていたが、研削後に錆発生の問題があった
。この錆発生に対して、サイジング用潤滑油が大きく影響していることがわかった。すな
わち、従来から使用されてきた鉱油系加工油剤は、十分な防錆性を有していないため、研
削後にサイジングされた摩擦面で錆が発生しやすいわけであった。また、加工性について
も改良の余地があった。
【０００３】
　したがって、加工性と防錆性に優れたサイジングプレス加工用潤滑油が望まれていた。
文献的には、特許文献１には、菜種油を使用することが開示され、特許文献２には、合成
エステルと油脂からなる基油、変色防止剤及びべたつき防止剤を含有する油剤が開示され
ているが、性能的に未だ改良の余地があった。
【０００４】
【特許文献１】特開平８－２０９３７０号公報（第２頁）
【特許文献２】特開２００３－１３０８４号公報（第２頁）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、このような状況下でなされたもので、加工性と防錆性に優れたサイジングプ
レス加工用潤滑油組成物を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、鋭意研究を重ねた結果、特定の低粘度潤滑油基油に、特定の極圧剤兼防錆
剤を特定量配合した組成物により、その目的を効果的に達成し得ることを見出した。本発
明は、かかる知見に基づいて完成したものである。
すなわち、本発明の要旨は下記のとおりである。
１．（Ａ）鉱油及び／又は合成油からなる４０℃における動粘度が０．５～１５０ｍｍ2

／ｓである潤滑油基油であり、前記合成油が、分岐オレフィン若しくはその水素化物であ
る潤滑油基油に、組成物全量基準で、（Ｂ）極圧剤兼防錆剤として全塩基価が２００ｍｇ
ＫＯＨ／ｇ以上の高塩基性Ｃａスルホネートを５～８０質量％、及び（Ｃ）防錆剤として
中性Ｂａスルホネート及び／又は多価アルコール脂肪酸エステルを０．５～３０質量％配
合してなるサイジングプレス加工用潤滑油組成物。
２．さらに、組成物全量基準で、（Ｄ）金属不活性化剤としてベンゾトリアゾール化合物
及び／又はチアジアゾール化合物を０．００５～１０質量％配合してなる上記１記載のサ
イジングプレス加工用潤滑油組成物。
３．さらに、組成物全量基準で、（Ｅ）酸化防止剤を０．０５～１０質量％配合してなる
上記１又は２に記載のサイジングプレス加工用潤滑油組成物。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、加工性と防錆性に優れたサイジングプレス加工用潤滑油組成物を提供
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明のサイジングプレス加工用潤滑油組成物においては、基油として、４０℃におけ
る動粘度が０．５～１５０ｍｍ2／ｓの範囲にある鉱油及び／又は合成油を使用すること
が必須である。０．５ｍｍ2／ｓ未満であると、油膜強度の低下や蒸発損失の増加などの
不具合があり、１５０ｍｍ2／ｓを超えると、油切れが悪く、油の持ち去り量が多い。ま
た、べたつき性も悪くなり好ましくない。好ましくは０．５～１００ｍｍ2／ｓであり、
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より好ましくは０．５～６０ｍｍ2／ｓである。
　前記鉱油としては、種々のものを挙げることができる。例えば、パラフィン基系原油，
中間基系原油あるいはナフテン基系原油を常圧蒸留するか、あるいは常圧蒸留の残渣物を
減圧蒸留して得られる留出油、またはこれを常法にしたがって精製することによって得ら
れる精製油、例えば、溶剤精製油，水添精製油，脱ロウ処理油，白土処理油等を挙げるこ
とができる。なかでも、酸化安定性の面から高精製鉱油が好ましい。
【０００９】
　また、合成油としては、例えば、ポリ－α－オレフィン，オレフィンコポリマー（例え
ば、エチレン－プロピレンコポリマーなど）、あるいはポリブテン、ポリイソブチレン、
ポリプロピレン等の分岐オレフィンやこれらの水素化物を用いる。なかでも、ポリ－α－
オレフィンが好ましい。
【００１０】
　本発明においては、基油として、前記鉱油を一種用いてもよいし、二種以上組み合わせ
て用いてもよく、前記合成油を一種用いてもよいし、二種以上組み合わせて用いてもよい
。また、該鉱油一種以上と合成油一種以上を併用することもできる。また、低温特性の指
標である流動点については、特に制限はないが、－１０℃以下であることが好ましい。
【００１１】
　本発明のサイジングプレス加工用潤滑油組成物においては、（Ｂ）成分の極圧剤兼防錆
剤として、高塩基性Ｃａスルホネートが使用される。
高塩基性Ｃａスルホネートは各種スルホン酸のＣａ塩であり、そのスルホン酸としては、
芳香族石油スルホン酸、アルキルスルホン酸、アリールスルホン酸、アルキルアリールス
ルホン酸等があり、具体的には、ドデシルベンゼンスルホン酸、ジラウリルセチルベンゼ
ンスルホン酸、パラフィンワックス置換ベンゼンスルホン酸、ポリオレフィン置換ベンゼ
ンスルホン酸、ポリイソブチレン置換ベンゼンスルホン酸、ナフタレンスルホン酸等が挙
げられる。また、その全塩基価は添加量の点から２００ｍｇＫＯＨ／ｇ以上（ＪＩＳ Ｋ 
２５０１；過塩素酸法）であることを要する。好ましくは４００ｍｇＫＯＨ／ｇ以上であ
る。
上記の（Ｂ）成分は一種を単独で使用してもよく、二種以上を組み合わせて使用してもよ
い。その配合量は、組成物全量基準で、５～８０質量％であり、５質量％未満であると、
その効果は出ず、８０質量％を超えても、量に見合った効果は出ず経済的でない。好まし
くは５～５０質量％であり、より好ましくは５～３０質量％である。
【００１２】
　本発明のサイジングプレス加工用潤滑油組成物においては、さらに、（Ｃ）成分の防錆
剤として、中性Ｂａスルホネート及び／又は多価アルコール脂肪酸エステルが使用される
。
中性Ｂａスルホネートは各種スルホン酸のＢａ塩であり、その全塩基価が殆ど０ｍｇＫＯ
Ｈ／ｇ（ＪＩＳ Ｋ ２５０１；過塩素酸法）のものをいう。そのスルホン酸としては、（
Ｂ）成分と同じものを挙げることができる。
多価アルコール脂肪酸エステルは、フルエステルでも、部分エステルでもよく、その多価
アルコールとして３～６価のものが好ましい。例えば、グリセリン，トリメチロールエタ
ン，トリメチロールプロパン，エリスリトール，ペンタエリスリトール，アラビトール，
ソルビトール，ソルビタンなどを挙げることができる。
脂肪酸として、炭素数１２以上のものが好ましく、１２～２４のものがより好ましい。
炭素数１２～２４の脂肪酸としては、直鎖状，分岐鎖状でもよく、また飽和，不飽和でも
よい。
【００１３】
　直鎖状の飽和脂肪酸として、具体的には、ラウリン酸，トリデシル酸，ミリスチン酸，
ペンタデシル酸，パルミチン酸，マルガリン酸，ステアリン酸，ノナデシル酸，アラキン
酸，ベヘン酸，リグノセリン酸などを挙げることができる。直鎖状の不飽和脂肪酸として
、具体的には、リンデル酸，５－ラウロレイン酸，ツズ酸，ミリストレイン酸，ゾーマリ
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ン酸，ペトロセリン酸，オレイン酸，エライジン酸，コドイン酸，エルカ酸，セラコレイ
ン酸などを挙げることができる。
【００１４】
　分岐鎖状の飽和脂肪酸として、具体的には、各種メチルウンデカン酸，各種プロピルノ
ナン酸，各種メチルドデカン酸，各種プロピルデカン酸，各種メチルトリデカン酸，各種
メチルテトラデカン酸，各種メチルペンタデカン酸，各種エチルテトラデカン酸，各種メ
チルヘキサデカン酸，各種プロピルテトラデカン酸，各種エチルヘキサデカン酸，各種メ
チルヘプタデカン酸，各種ブチルテトラデカン酸，各種メチルオクタデカン酸，各種エチ
ルオクタデカン酸，各種メチルノナデカン酸，各種エチルオクタデカン酸，各種メチルエ
イコサン酸，各種プロピルオクタデカン酸，各種ブチルオクタデカン酸，各種メチルドコ
サン酸，各種ペンチルオクタデカン酸，各種メチルトリコサン酸，各種エチルドコサン酸
，各種プロピルヘキサエイコサン酸，各種ヘキシルオクタデカン酸；４，４－ジメチルデ
カン酸；２－エチル－３－メチルノナン酸；２，２－ジメチル－４－エチルオクタン酸；
２－プロピル－３－メチルノナン酸；２，３－ジメチルドデカン酸；２－ブチル－３－メ
チルノナン酸；３，７，１１－トリメチルドデカン酸；４，４－ジメチルテトラデカン酸
；２－ブチル－２－ペンチルヘプタン酸；２，３－ジメチルテトラデカン酸；４，８，１
２－トリメチルトリデカン酸；１４，１４－ジメチルペンタデカン酸；３－メチル－２－
ヘプチルノナン酸；２，２－ジペンチルヘプタン酸；２，２－ジメチルヘキサデカン酸；
２－オクチル－３－メチルノナン酸；２，３－ジメチルヘプタデカン酸；２，４－ジメチ
ルオクタデカン酸；２－ブチル－２－ヘプチルノナン酸；２０，２０－ジメチルヘンエイ
コ酸などを挙げることができる。
【００１５】
　分岐鎖状の不飽和脂肪酸として、５－メチル－２－ウンデセン酸，２－メチル－２－ド
デセン酸，５－メチル－２－トリデセン酸，２－メチル－９－オクタデセン酸，２－エチ
ル－９－オクタデセン酸，２－プロピル－９－オクタデセン酸，２－メチル－２－エイコ
セン酸などを挙げることができる。以上の炭素数１２～２４の脂肪酸の中で、ステアリン
酸，オレイン酸，１６－メチルヘプタデカン酸（イソステアリン酸）などが好ましい。
　上記の（Ｃ）成分は一種を単独で使用してもよく、二種以上を組み合わせて使用しても
よい。その配合量は、組成物全量基準で、０．５～３０質量％であり、０．５質量％未満
であると、防錆性の効果は出ず、３０質量％を超えても、量に見合った効果は出ず経済的
に不利である。好ましくは０．５～２０質量％である。
【００１６】
　本発明のサイジングプレス加工用潤滑油組成物においては、さらに、必要により（Ｄ）
成分の金属不活性化剤として、ベンゾトリアゾール化合物及び／又はチアジアゾール化合
物が使用される。
　ベンゾトリアゾール化合物は下記の一般式（Ｉ）で表されるベンゾトリアゾール、アル
キルベンゾトリアゾール、一般式（II）で表されるＮ－（アルキル）アルキルベンゾトリ
アゾール及び一般式（III）で表されるＮ－（アルキル）アミノアルキルベンゾトリアゾ
ールを包含する。
【００１７】
【化１】

【００１８】
（式中、Ｒ1は炭素数１～４のアルキル基、ａは０～４の整数を示す。）
【００１９】
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【００２０】
（式中、Ｒ2及びＲ3はそれぞれ炭素数１～４のアルキル基を示し、それらは互いに同一で
も異なっていてもよく、ｂは０～４の整数を示す。）
【００２１】
【化３】

【００２２】
（式中、Ｒ4は炭素数１～４のアルキル基を示し、Ｒ5はメチレン基又はエチレン基を示し
、Ｒ6及びＲ7はそれぞれ水素原子又は炭素数１～１２のアルキル基を示し、それらは互い
に同一でも異なっていてもよく、ｃは０～４の整数を示す。）
　前記の一般式（Ｉ）におけるＲ1は炭素数１～４、好ましくは１又は２のアルキル基を
示す。具体的にはメチル基，エチル基，ｎ－プロピル基，イソプロピル基，ｎ－ブチル基
，イソブチル基，ｓｅｃ－ブチル基，ｔｅｒｔ－ブチル基を挙げることができる。ａは０
～４、好ましくは０又は１の整数である。
【００２３】
　前記一般式（II）におけるＲ2 およびＲ3 はそれぞれ炭素数１～４、好ましくは１又は
２のアルキル基を示す。具体的には前記Ｒ1 の例示と同じである。ｂは０～４、好ましく
は０又は１の整数である。
　前記の一般式（III）におけるＲ4 は炭素数１～４、好ましくは１又は２のアルキル基
を示す。具体的には前記Ｒ1 の例示と同じである。Ｒ5 はメチレン基またはエチレン基を
示すが、メチレン基が好ましい。Ｒ6 及びＲ7 はそれぞれ水素原子又は炭素数１～１２、
好ましくは１～９のアルキル基を示す。アルキル基として、具体的にはメチル基，エチル
基，ｎ－プロピル基，イソプロピル基，ｎ－ブチル基，イソブチル基，ｓｅｃ－ブチル基
，ｔｅｒｔ－ブチル基，各種ペンチル基，各種ヘキシル基，各種ヘプチル基，各種オクチ
ル基，各種ノニル基，各種デシル基，各種ウンデシル基，各種ドデシル基を挙げることが
できる。ｃは０～４、好ましくは０又は１の整数である。
　以上述べたベンゾトリアゾール化合物の中で、特にベンゾトリアゾール，Ｎ－メチルベ
ンゾトリアゾール，Ｎ－ジオクチルアミノメチル１，２，３－ベンゾトリアゾゾールが好
ましい。
【００２４】
　チアジアゾール化合物としては、例えば、下記一般式（IV）
【００２５】
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【化４】

【００２６】
（式中、Ｒ8及びＲ9は、それぞれ水素原子、炭素数１～２０の炭化水素基を示し、ｄ及び
ｅは、それぞれ０～８の整数を示す。）
で表される１，３，４－チアジアゾール、１，２，４－チアジアゾール、１，４，５－チ
アジアゾールなどが好ましく用いられる。
　このチアジアゾール化合物としては、例えば、２，５－ビス（ｎ－ヘキシルジチオ）－
１，３，４－チアジアゾール、２，５－ビス（ｎ－オクチルジチオ）－１，３，４－チア
ジアゾール、２，５－ビス（ｎ－ノニルジチオ）－１，３，４－チアジアゾール、２，５
－ビス（１，１，３，３，－テトラメチルブチルジチオ）－１，３，４－チアジアゾール
、３，５－ビス（ｎ－ヘキシルジチオ）－１，２，４－チアジアゾール、３，５－ビス（
ｎ－オクチルジチオ）－１，２，４－チアジアゾール、３，５－ビス（ｎ－ノニルジチオ
）－１，２，４－チアジアゾール、３，５－ビス（１，１，３，３，－テトラメチルブチ
ルジチオ）－１，２，４－チアジアゾール、４，５－ビス（ｎ－ヘキシルジチオ）－１，
２，３－チアジアゾール、４，５－ビス（ｎ－オクチルジチオ）－１，２，３－チアジア
ゾール、４，５－ビス（ｎ－ノニルジチオ）－１，２，３－チアジアゾール、４，５－ビ
ス（１，１，３，３，－テトラメチルブチルジチオ）－１，２，３－チアジアゾールなど
を好ましく挙げることができる。中でも、２，５－ビス（ｎ－オクチルジチオ）－１，３
，４－チアジアゾール、２，５－ビス（ｎ－ノニルジチオ）－１，３，４－チアジアゾー
ルが好ましい。
【００２７】
　この（Ｄ）成分は、一種を単独で用いてもよく、二種以上を組み合わせて用いてもよい
。また、その配合量は、組成物全量基準で、０．００５～１０質量％の範囲で選定される
。この配合量が０．００５質量％未満では、加工性に劣り、一方１０質量％を超えても、
量に見合う効果は出ず経済的でない。好ましい配合量は０．０３～５質量％の範囲である
。
【００２８】
　本発明のサイジングプレス加工用潤滑油組成物においては、さらに、必要により（Ｅ）
成分として、酸化防止剤が使用される
　酸化防止剤としては、フェノール系酸化防止剤、アミン系酸化防止剤及び硫黄系酸化防
止剤などが挙げられる。
　フェノール系酸化防止剤としては、例えば、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチ
ルフェノール（以下、ＤＢＰＣともいう。）、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－エチ
ルフェノールなどのモノフェノール系、４，４’－メチレンビス（２，６－ジ－ｔｅｒｔ
－ブチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（４－エチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフ
ェノール）などのジフェノール系、テトラキス〔メチレン－３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ
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－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕メタンなどの高分子型フェノール
系を挙げることができる。上記のフェノール系酸化防止剤は一種を単独で、又は二種以上
を組み合わせて使用してもよい。
【００２９】
　アミン系酸化防止剤としては、例えば、モノオクチルジフェニルアミン、モノノニルジ
フェニルアミンなどのモノアルキルジフェニルアミン系、４，４’－ジブチルジフェニル
アミン、４，４’－ジペンチルジフェニルアミン、４，４’－ジヘキシルジフェニルアミ
ン、４，４’－ジヘプチルジフェニルアミン、４，４’－ジオクチルジフェニルアミン、
４，４’－ジノニルジフェニルアミンなどのジアルキルジフェニルアミン系、テトラブチ
ルジフェニルアミン、テトラヘキシルジフェニルアミン、テトラオクチルジフェニルアミ
ン、テトラノニルジフェニルアミンなどのポリアルキルジフェニルアミン系、α－ナフチ
ルアミン、フェニル－α－ナフチルアミン、ブチルフェニル－α－ナフチルアミン、ペン
チルフェニル－α－ナフチルアミン、ヘキシルフェニル－α－ナフチルアミン、ヘプチル
フェニル－α－ナフチルアミン、オクチルフェニル－α－ナフチルアミン、ノニルフェニ
ル－α－ナフチルアミンなどのナフチルアミン系を挙げることができ、なかでもジアルキ
ルジフェニルアミン系のものが好ましい。上記のアミン系酸化防止剤は一種を単独で、又
は二種以上を組み合わせて使用してもよい。
【００３０】
　硫黄系酸化防止剤としては、フェノチアジン、ペンタエリスリトール－テトラキス－（
３－ラウリルチオプロピオネート）、ビス（３，５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ
ベンジル）スルフィド、チオジエチレンビス（３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４
－ヒドロキシフェニル））プロピオネート、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－（４，
６－ビス（オクチルチオ）－１，３，５－トリアジン－２－メチルアミノ）フェノールな
どが挙げられる。上記の硫黄系酸化防止剤は一種を単独で、又は二種以上を組み合わせて
使用してもよい。
　また、上記各系の酸化防止剤を二種以上組み合わせて使用してもよい。
　これら酸化防止剤の配合量は、組成物全量基準で、０．０５～１０質量％の範囲であり
、０．０３～５質量％の範囲がより好ましい。
【００３１】
　本発明のサイジングプレス加工用潤滑油組成物には、本発明の目的を阻害しない範囲で
、さらに、必要により極圧剤（リン系、硫黄系）、消泡剤、摩擦調整剤、清浄分散剤、粘
度指数向上剤、増ちょう剤などの添加剤を配合することができる。なお、本発明のサイジ
ングプレス加工用潤滑油組成物は、最終的に、４０℃における動粘度を２～２００ｍｍ2

／ｓの範囲に調整するのが加工性及び取扱い上好ましい。
【実施例】
【００３２】
　次に、本発明を実施例により、さらに詳細に説明するが、本発明はこれらの例によって
なんら限定されるものではない。
実施例１～９、比較例１～３及び参考例１
（１）サイジングプレス加工用潤滑油組成物の調製
　第１表に示す潤滑油基油に対し、第１表に示す成分を、組成物全量に基づき第１表に示
す量（質量％）で配合することにより、サイジングプレス加工用潤滑油組成物調製した。
（２）サイジングプレス加工用潤滑油としての評価試験
上記のごとく調製したサイジングプレス加工用潤滑油組成物について、下記の要領で評価
試験を行った。その結果を第１表に示す。
【００３３】
（ａ）潤滑性試験（ＪＡＳＯ振り子試験）
　ＪＡＳＯ　Ｍ－３１４　６．１３に準拠して、室温の条件で行い、摩擦係数を求めた。
（ｂ）防錆試験
　焼結金属にサイジング油を塗油し、一昼夜油切りした後、湿潤試験及び軒下バクロ試験



(8) JP 4568004 B2 2010.10.27

10

20

を行った。
湿潤試験（４９℃、Ｈ９５％）：５日間保持後焼結金属の錆の有無を判定した。
軒下バクロ試験：１０日間保持後焼結金属の錆の有無を判定した。
【００３４】
【表１】

【００３５】
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【表２】

【００３６】
（注）
潤滑油組成物の各成分
Ａ１　　　 ：ポリイソブテンの水素化物、４０℃における動粘度１．２５ｍｍ2

　　　　　　／ｓ
Ａ２　　   ：パラフィン系鉱油、４０℃における動粘度８．３８ｍｍ2／ｓ
　　　　　　硫黄分１０ｐｐｍ以下
Ａ３　　   ：パラフィン系鉱油、４０℃における動粘度３２．４ｍｍ2／ｓ
　　　　　　硫黄分１０ｐｐｍ以下
Ａ４　     ：ナフテン系鉱油、４０℃における動粘度５６．８ｍｍ2／ｓ
　　　　　　硫黄分１０ｐｐｍ以下
Ａ５　　   ：パラフィン系鉱油、４０℃における動粘度１３１ｍｍ2／ｓ
　　　　　　硫黄分９５０ｐｐｍ
【００３７】
Ｂ１　  　 : 高塩基性Ｃａスルホネート、全塩基価＝５００ｍｇＫＯＨ／ｇ
Ｂ２（比較）：大豆白絞油、４０℃における動粘度３０．５ｍｍ2／ｓ
Ｃ１　     ：中性Ｂａスルホネート
Ｃ２　     ：ソルビタンモノオレート
Ｄ１　　   ：Ｎ－ジオクチルアミノメチル１，２，３－ベンゾトリアゾゾール
Ｄ２　　   ：ベンゾトリアゾゾール
Ｄ３　　   ：２，５ビス（ｎ－ノニルジチオ）１，３，４－チアジアゾール
Ｅ１　     ：ＤＢＰＣ
Ｅ２　　   ：α－ナフチルアミン
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